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お知らせ
北広島町補助金等ガイド
お知らせ
財政事情（平成 28 年度下半期）
連載
定住者の声　ビリングスリーさんご家族（千代田）

お知らせ
農山村体験推進事業　29 年度民泊受入予定
まちの話題
茂川 真二さん（豊平）が新規就農者に　ほか
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北広島町観光写真コンテスト入賞作品
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加計高校芸北分校でりんごのお花見会
（19ページに関連記事）



北広島町では地域の活性化や、よりよい生活環境の助けとなる独自の補助金等を用意しています。
補助金等には細かい採択要件がありますので、必ず事前に担当課で確認をして申請してください。
問い合わせ先の電話番号は IP 電話の下４桁のみ記載しています。
電話をかける際は０５０ ‐ ５８１２の後に下 4 桁の番号を加えておかけください。

名称 対象 問い合わせ先
補助額（助成額）

支所地域活動支援
事業補助金

支所と地域との連携による地域特性を生かしたまち
づくり推進のため、国・県または町の他の補助対象
にならない地域の活動や拠点施設の維持修繕など

芸北支所 IP ☎ 2110
大朝支所 IP ☎ 2211
豊平支所 IP ☎ 1122
企画課 地域振興係
　　　　 IP ☎ 1856

①地域の特性を生かした活動支援　10 万円以内
② 地域の拠点施設の維持修繕など　30 万円未満（経

費の 2 分の１）   ※ 1 件あたりの上限・予算の範囲内

がんばる地域応援
補助金

地域の課題解決や、特性を生かした魅力ある元気な
地域づくりを推進するため、地域住民が主体的に企
画立案し取り組む地域振興活動

企画課 地域振興係
IP ☎ 1856

事業計画の策定経費、新たな地域振興活動経費に対
して 10 万円

コミュニティホーム
整備費補助金

新しいコミュニティづくりと魅力あるふるさとづく
りを推進するため、地域住民自らが行うコミュニテ
ィホーム整備事業に要する経費

新築・増改築・維持補修及び同一敷地内の舗装・建
物取得などに対して、経費の 2 分の１（上限あり）

防犯灯設置補助金

地域住民の生活と安全を守るため、地域住民組織が
設置する防犯灯の経費の一部 総務課 総務係

IP ☎ 1850新設及び LED への転換に要する経費に対して、1
灯につき 5,000 円

地域施工支援事業
補助金

国または県の補助対象とならない道路、橋梁などの
改良や修繕事業を実施する場合の工事費

建設課 農林土木係
IP ☎ 1860

ひろしまアダプト
活動＊支援事業

（広島県事業）

広島県が管理する道路・河川について、アダプト活
動を実施している団体の活動経費の一部（活動団体
としての事前登録が必要）

建設課 管理係
IP ☎ 1860 

5,000 円～ 10 万円（参加人数・活動回数による）

資源ごみリサイクル
町民総ぐるみ運動 くわしくは、12 ページをご覧ください。 町民課 環境管理係

IP ☎ 1854

北広島町ビジネス
創造支援補助金

町内で新たに創業する方や既存事業の持続的発展を
目指す方が策定された計画の実施に要する費用

商工観光課 商工振興係
IP ☎ 8080開発費・販促費・設備費・研修費・相談料・調査費・

店舗購入・改装費・店舗賃借料に要する経費の３分
の２以内（限度額 50 万円）

助 金 等 ガ補 イ ド
北広島町

地
域
の
活
動

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
＊アダプト活動とは…�アダプトには「養子縁組をする」という意味があります。企業や住民が主体となって清

掃・草刈り活動を中心に道路や河川をわが子のように面倒を見ていく活動です。
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名称
対象

問い合わせ先
補助額（助成額）

生活道路舗装事業

道路法に規定する道路（国・県・町道）と、これら
以外の道路沿線住民との均衡を図るため、居住者の
生活に最も必要とされる路線の舗装工事

建設課 土木係
IP ☎ 1860

工事費の 20％（工事費の上限 250 万円）

小型合併処理浄化槽
設置整備事業補助金

下水道・農業集落排水区域以外で、小型合併処理浄
化槽の設置費用の一部

上下水道課 管理係
IP ☎ 1861

５人槽～ 10 人槽の設置（限度額 55 万 4,000 円～
88 万 8,000 円）　※平成 29 年 12 月末申請締切

小型合併処理浄化槽
維持管理費補助金

下水道・農業集落排水区域以外で、小型合併処理浄
化槽の維持管理費の一部（※単独処理浄化槽は対象外）

１年間分の維持管理に要した費用と下水道・農業集
落排水使用料との差額（限度額内）

生活用水取水施設
整備補助金

水道が整備されていない地域において、生活用水を
確保するための井戸などの設置費用
補助対象経費の 2 分の 1（限度額 60 万円）

薪ストーブ購入
補助金

一般家庭で導入する薪ストーブの購入及び設置に係
る費用の一部 町民課 環境管理係

IP ☎ 1854薪ストーブの購入及び設置に係る費用に対して、
２分の１（限度額 10 万円）

北広島町空き家再生
等推進事業

不良住宅の除去、または、空き家住宅及び空き建築
物を地域で活用するための除去及び活用するための
費用 建設課 都市計画係

IP ☎ 1860
除去事業　10 分の８
活用事業　３分の２（上限 500 万円）

地域連携型空き家
活用対策事業補助金

空き家を活用した地域住民の自発的な取り組み

企画課 地域振興係
IP ☎ 1856

１地区 10 万円

新規定住化促進対策
事業

本町への定住を目的に、住居を新築・購入・改修す
る場合の費用の一部
購入費・施工費用の 2.5％～５％（上限あり・地域
通貨により補助）　※工事・売買契約前に申請

空き家情報バンク
登録物件家財処分費
補助金

空き家情報バンクへの登録を目的に、家財の処分を
行う場合の費用の一部
処分費の 50％以内（上限 10 万円）　※処分前に申請

空き家情報バンク
登録物件増改築
補助金

空き家情報バンクへの登録を目的に、家屋の増改築
を行う場合の費用の一部
増改築費の 30％以内（上限 30 万円）、対象事業費
50 万円以内の増改築　※工事契約前に申請

スポーツ大会参加
助成事業

北広島町で活動する個人及びスポーツ団体が優秀な
成績を収め、全国大会（全国高等学校体育連盟・日
本中学校体育連盟・各学生連盟・国、もしくは日本体
育協会加盟団体主催）に出場する場合の経費の一部

生涯学習課 ふるさと
夢プロジェクト係
IP ☎ 1864

1 名 1 万円、団体 5 万円

定
住
・
空
き
家
対
策

く
ら
し

ス
ポ
ー
ツ
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名称
対象

問い合わせ先
補助額（助成額）

不妊治療費助成事業

医療保険が適用されない体外受精・顕微授精などの
特定不妊治療をされた方で、広島県の不妊治療費助
成を受けており、ご夫婦とも町内に住所を有する方

保健課 健康増進係
IP ☎ 1853

県の助成額を除いた費用の全額（回数・年齢制限あり）

不妊検査・一般不妊
治療費助成事業

不妊検査・一般不妊治療を受けた方で、ご夫婦とも
町内に住所を有し、妻が 39 歳以下の方
検査料・治療費（限度額５万円）

結婚支援イベント
補助金

少子化対策の一環として、独身男女を集めて町内で
結婚支援イベントを実施する団体など

福祉課 子育て支援係
IP ☎ 1851

要綱で定めた対象経費
（１団体につき年間上限 60 万円）

子育て支援活動
補助金

地域での子育て力を育み、コミュニティの活性化な
どを図るための活動を実施する町内の団体など
要綱で定めた対象経費

（１団体につき年間上限 50 万円）

地域農業活性化支援
事業

各地域における特性を生かし、特色のある農業生産
活動を強化することを目的とした、農業集団等によ
る活動に対しての支援

農林課 農業振興係
IP ☎ 1857

①土づくり　1,000 円 / ｔ（上限 10 万円）
②そば振興助成（品種は「とよむすめ」に限る）　
　種子購入助成　100 円 /kg
　検査費用助成　100 円 / 袋
③ＷＣＳ刈取り助成　3,000 円程度 /10a
　（全体の取り組みによって単価案分調整あり）
④きたひろ農業チャレンジコンテスト
　上限 20 万円 / 件（事業）
　※北広島町農業再生協議会の補助金となります。

森づくり事業
手入れのされていない里山林や人工林の整備

農林課 林業振興係
IP ☎ 1857

標準経費の範囲内

有害鳥獣対策

有害鳥獣による農作物などへの被害を防止するため
のトタンや電気柵、わなの購入費など
①トタン・電気柵の資材費　10分の３（限度額５万円）
②わなの購入費
　「箱わな」　２分の１（限度額５万円）
　「小型箱わな」　5,000 円（定額）

農
業

助成団体 対象 限度額
エネルギア文化・スポーツ財団 民俗芸能保存伝承 50 万円

明治安田クオリティオブライフ財団 民俗芸能の継承・後継者育成 70 万円

ポーラ伝統文化振興財団 伝統技術・伝統芸能 30 万～ 200 万円

各種団体による民俗芸能（神楽・花田植など）への助成

※くわしくは、各種団体ホームページをご覧ください。

◆
補
助
金
は
事
業
着
手
前
の
申
請
が
原
則
で
す

北広島町　補助金等ガイド

結
婚
・
妊
娠
・
子
育
て

※ 11 ページ「こんにちは！北広島町包括支援センターです。」には、「介護職員研修受講費補助金」
及び「認知症カフェ開設事業補助金」について掲載しています。
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私
た
ち
（
住
民
と
町
）
の
手
で
、
明
日
の
き
た
ひ
ろ
し
ま
を
創
る

　「
北
広
島
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
を
知
ろ
う
！　
その３

　
北
広
島
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に

は
、ま
ち
づ
く
り
の
主
体
で
あ
る
住
民・

町
議
会
・
行
政
（
町
の
執
行
機
関
）
の

役
割
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
町
長
・
行
政
（
町
の
執
行

機
関
）・
町
職
員
の
責
務
に
つ
い
て
解

説
し
ま
す
。

町
長
は
、
住
民
の
負
託
に
応
え
、
町

政
の
代
表
者
と
し
て
こ
の
条
例
の
理
念

を
実
現
す
る
た
め
、
公
正
か
つ
誠
実
に

町
政
の
運
営
に
あ
た
り
、
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
解
説
】

　
地
方
自
治
法
第
１
３
８
条
の
２
の
規

定
「
執
行
機
関
の
責
務
」
を
本
条
例
の

理
念
に
の
っ
と
り
、
町
長
の
責
務
と
い

う
視
点
か
ら
具
体
化
し
ま
し
た
。

　

地
方
自
治
法
第
１
４
７
条
は
「
長
の

統
轄
代
表
権
」
を
、
同
法
第
１
４
８
条

は
「
長
の
事
務
の
管
理
執
行
権
」
を
規

定
し
て
い
ま
す
。
自
治
体
の
代
表
者
と
し

て
選
挙
で
選
ば
れ
た
町
長
は
、
憲
法
第

町
長
の
責
務
（
第
28
条
関
係
）

92
条
の
自
治
の
本
旨
（
住
民
自
治
、
団

体
自
治
）
を
具
現
化
し
、
実
行
す
る
責

任
者
と
し
て
、
本
条
例
に
沿
っ
て
公
正
に

職
務
を
遂
行
す
る
よ
う
定
め
ま
し
た
。

　
町
の
執
行
機
関
は
、
町
の
事
務
の
企

画
立
案
、実
施
や
評
価
に
お
い
て
、内
容
、

効
果
を
住
民
に
明
ら
か
に
し
、
分
か
り

や
す
く
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
町
の
執
行
機
関
は
、
そ
の
権
限
と
責

任
に
お
い
て
、
公
平
・
公
正
、
誠
実
、

迅
速
か
つ
効
率
的
に
職
務
を
執
行
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
解
説
】

　

地
方
自
治
法
第
１
３
８
条
の
２
の
規

定
「
執
行
機
関
の
義
務
」
を
本
条
例
の

理
念
に
の
っ
と
り
、
執
行
機
関
全
体
の
責

務
と
い
う
視
点
か
ら
具
体
化
し
ま
し
た
。

　
町
職
員
は
、
住
民
の
負
託
に
基
づ
く

こ
と
を
自
覚
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
専
門

行
政
（
町
の
執
行
機
関
）
の
責
務

（
第
29
条
関
係
）

町
職
員
の
責
務（
第
30
条
関
係
）

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
誠
実
か
つ
効
率
的

に
職
務
を
執
行
す
る
と
と
も
に
、
ま
ち

づ
く
り
に
お
け
る
協
働
と
創
意
工
夫
が

常
に
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
町
職
員
は
、
住
民
本
位
の
立
場
に
立

ち
、
全
力
を
挙
げ
て
職
務
遂
行
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
解
説
】

　
町
職
員
（
副
町
長
、
事
務
職
員
、
技

術
職
員
な
ど
）
は
、
法
律
上
（
地
方
自

治
法
第
１
５
４
条「
職
員
の
指
揮
監
督
」

及
び
第
１
６
１
条
か
ら
第
１
７
５
条

「
補
助
機
関
」）
は
長
の
補
助
機
関
と
位

置
付
け
ら
れ
て
お
り
、「
長
の
手
足
と

な
っ
て
働
く
も
の
」（
ぎ
ょ
う
せ
い「
自

治
用
語
辞
典
」
よ
り
）
で
あ
る
と
の
考

え
方
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
の

町
の
仕
事
を
考
え
た
場
合
、
町
職
員
の

果
た
す
役
割
は
非
常
に
大
き
く
、
単
な

る
「
長
の
手
足
」
と
の
解
釈
で
は
通
用

し
ま
せ
ん
。
ま
た
、「
補
助
機
関
」
の

名
の
も
と
に
、
町
職
員
一
人
ひ
と
り
の

責
任
が
あ
い
ま
い
に
さ
れ
て
き
た
歴
史

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
期
待
さ
れ
る
職
員

像
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
と

は
、
特
定
の
分
野
（
土
木
、
保
健
、
教

育
な
ど
）
に
特
化
し
た
町
職
員
と
い
う

意
味
で
は
な
く
、
住
民
か
ら
み
て
、
ま

ち
づ
く
り
そ
の
も
の
を
恒
常
的
な
仕
事

と
し
て
い
る
、
す
べ
て
の
町
職
員
と
考

え
ま
す
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
専
門

家
は
、
む
し
ろ
住
民
の
中
に
お
り
、
町

職
員
は
そ
う
し
た
力
を
借
り
る
努
力
も

怠
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
町
職
員
は
同
時
に
住
民
で
も
あ
り
ま

す
。
住
民
相
互
の
連
携
を
図
り
、
住
民

主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が

使
命
で
す
。
た
だ
一
方
で
、
常
に
ソ
フ

ト
な
イ
メ
ー
ジ
の
「
ス
タ
ッ
フ
」
で
は

な
く
、
正
当
な
権
力
を
行
使
し
て
臨
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
効
率
的
に
仕
事
を
進
め
る
の
は
町
職

員
と
し
て
当
然
で
す
が
、
そ
れ
が
進
ん

で
い
な
い
こ
と
、
常
に
意
識
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、条
文
を「
誠

実
か
つ
効
率
的
に
職
務
を
遂
行
」
と
し

て
い
ま
す
。

問
企
画
課 

地
域
振
興
係

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
６
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北広島町の財政事情 平成28年度下半期
　平成 28年度下半期（平成 28年 10月 1日～平成 29年 3月 31日）の北広島町の財政状況に
ついてお知らせします。
　３月 31 日現在の各会計別の執行状況、基金（町の積立）残高、地方債（町の借金）の現在高、
一時借入金（支払資金の不足を補うための借入金）の状況は、表のとおりです。

各会計別執行状況
会計名 現計予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

一般会計
164 億 1,926 万 4 千円 140 億 1,817 万 1 千円 85.38% 137 億 7,361 万 8 千円 83.89%
172 億 2,622 万 2 千円 159 億 5,521 万 5 千円 92.62% 146 億 9,305 万 1 千円 85.29%

国民健康保険特別会計
24 億 7,400 万円 21 億 6,780 万 7 千円 87.62% 22 億 3,880 万 6 千円 90.49%
25 億 1,800 万円 21 億 9,296 万 1 千円 87.09% 22 億 6,193 万 2 千円 89.83%

下水道事業特別会計
7 億円 6 億 2,938 万 8 千円 89.91% 6 億 3,454 万 4 千円 90.65%

7 億 6,600 万円 6 億 7,667 万 9 千円 88.34% 6 億 6,094 万 2 千円 86.28%

農業集落排水事業
特別会計

3 億 6,700 万円 3 億 4,442 万円 93.85% 3 億 3,826 万円 92.17%
3 億 9,700 万円 3 億 5,567 万 1 千円 89.59% 3 億 4,855 万 8 千円 87.80%

介護保険特別会計
29 億 1,500 万円 27 億 8,312 万 7 千円 95.48% 25 億 7,846 万 9 千円 88.46%
28 億 2,400 万円 26 億 3,195 万 1 千円 93.20% 25 億 1,111 万 8 千円 88.92%

簡易水道事業特別会計
4 億 800 万円 3 億 9,486 万 1 千円 96.78% 3 億 7,461 万 5 千円 91.82%

3 億 7,700 万円 3 億 1,188 万 6 千円 82.73% 2 億 9,189 万 3 千円 77.43%

電気事業特別会計
4,870 万円 5,403 万 9 千円 110.96% 4,671 万 8 千円 95.93%
4,810 万円 4,904 万 8 千円 101.97% 4,365 万 7 千円 90.76%

芸北財産区特別会計
176 万円 130 万 3 千円 74.03% 3 万 9 千円 2.22%
240 万円 353 万 3 千円 147.21% 190 万 5 千円 79.38%

診療所特別会計
1 億 9,060 万円 1 億 7,636 万 2 千円 92.53% 1 億 7,486 万 7 千円 91.75%
1 億 8,530 万円 1 億 7,544 万 9 千円 94.68% 1 億 6,853 万 5 千円 90.95%

情報基盤整備事業
特別会計

6 億 920 万円 5 億 5,193 万 7 千円 90.60% 5 億 4,607 万円 89.64%
6 億 500 万円 5 億 7,553 万 6 千円 95.13% 5 億 2,232 万 4 千円 86.33%

後期高齢者医療
特別会計

2 億 7,300 万円 2 億 7,152 万 8 千円 99.46% 2 億 7,082 万 8 千円 99.20%
2 億 6,140 万円 2 億 6,236 万 8 千円 100.37% 2 億 6,020 万 3 千円 99.54%

上段：平成 28 年度下半期
下段：平成 27 年度下半期

予算額（収入） 収入済額 収入率 予算額（支出） 支出済額 執行率
収益的
収入・支出

1 億 9,373 万 5 千円 1 億 9,451 万 2 千円 100.40% 1 億 3,863 万 7 千円 1 億 2,501 万 3 千円 90.17%
1 億 9,431 万 7 千円 1 億 9,419 万 2 千円 99.94% 1 億 7,740 万 5 千円 1 億 3,237 万 5 千円 74.62%

資本的
収入・支出

1 億 693 万 6 千円 1 億 693 万 4 千円 100.00% 1 億 5,733 万 8 千円 1 億 5,326 万 2 千円 97.41%
1,231 万 5 千円 1,180 万円 95.82% 9,351 万 1 千円 5,572 万 6 千円 59.59%

＜北広島町水道事業会計＞

予算額（収入） 収入済額 収入率 予算額（支出） 支出済額 執行率
収益的
収入・支出

4 億 872 万 9 千円 4 億 3,113 万円 105.48％ 4 億 1,370 万 6 千円 4 億 1,813 万 5 千円 101.07％
６億 6,222 万５千円 ７億 2,965 万 5 千円 110.18％ 7 億 4,226 万 9 千円 7 億 3,174 万 2 千円 98.58％

資本的
収入・支出

5,810 万 6 千円 5,810 万 6 千円 100.00％ 8,405 万 4 千円 8,310 万 8 千円 98.87％
5,723 万 2 千円 5,722 万 8 千円 99.99％ 5,723 万 1 千円 5,722 万 9 千円 100.00％

＜北広島町豊平病院事業会計＞　※平成 28 年度から指定管理者制度になったため、決算に大きな差が生じています。

町の会計は、一般会計（基本的な経費を扱う会計）、特別会計（特定の収入を特定の事業に使
う場合など）、公営企業会計（水道事業と豊平病院事業）にわかれています。

公営企業会計とは、民間企業と同じ考え方によって処理される会計です。
♦収益的収入・支出とは、企業の経営活動に伴い発生するすべての収益と費用のこと。
♦�資本的収入・支出とは、施設の建設のような支出とそれに関連する企業債（借金）の償還な
どの支出とその財源となる収入のこと。
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基金残高の状況
会計名 現在高 H27 年度下半期現在高 差額

財政調整基金 24 億 5,681 万 1 千円 23 億 599 万 8 千円 1 億 5,081 万 3 千円
減債基金 3 億 2,651 万 4 千円 3,846 万 6 千円 2 億 8,804 万 8 千円
地域振興基金 6 億 1,329 万 6 千円 4 億 9,802 万 2 千円 1 億 1,527 万 4 千円
地域活性化推進基金 3,421 万 3 千円 3,416 万 9 千円 4 万 4 千円
し尿処理施設改修等基金 2,358 万 3 千円 2,355 万 6 千円 2 万 7 千円
消防用施設等整備事業基金 541 万 9 千円 541 万 8 千円 1 千円
芸北高原こもれびの森林オーナー制度事業基金 681 万円 681 万円 0 円
スノースポーツ振興基金 106 万円 106 万円 0 円
国民健康保険財政調整基金 1 億 5,227 万 8 千円 1 億 1,374 万 4 千円 3,853 万 4 千円
介護給付費準備基金 1 億 1,007 万 2 千円 1 億 987 万 9 千円 19 万 3 千円
簡易水道事業財政調整基金 0 円 95 万 9 千円 ▲ 95 万 9 千円
電気事業基金 2,374 万 5 千円 1,874 万 5 千円 500 万円
芸北財産区基金 2,312 万 5 千円 2,308 万 7 千円 3 万 8 千円
情報基盤整備事業基金 0 円 19 万 7 千円 ▲ 19 万 7 千円
高額医療基金 300 万円 300 万円 0 円
用品調達基金 194 万円 242 万 1 千円 ▲ 48 万 1 千円
ふるさと基金 2,652 万 1 千円 4,782 万 4 千円 ▲ 2,130 万 3 千円
過疎地域自立促進基金 3 億 7,121 万 2 千円 4 億 65 万 1 千円 ▲ 2,943 万 9 千円
町有千代田住宅運営基金 815 万 3 千円 2,000 万円 ▲ 1,184 万 7 千円

合計 41 億 8,775 万 2 千円 36 億 5,400 万 6 千円 5 億 3,374 万 6 千円

地方債の現在高
会計名 現在高 H27 年度下半期現在高 差額

一般会計 156 億 2,993 万円 161 億 5,095 万 2 千円 ▲ 5 億 2,102 万 2 千円
下水道事業特別会計 36 億 9,620 万 8 千円 39 億 5,642 万 9 千円 ▲ 2 億 6,022 万 1 千円
農業集落排水事業特別会計 23 億 230 万 9 千円 24 億 5,746 万 8 千円 ▲ 1 億 5,515 万 9 千円
簡易水道事業特別会計 16 億 9,138 万 3 千円 17 億 2,781 万円 ▲ 3,642 万 7 千円
電気事業特別会計 2 億 8,880 万 5 千円 3 億 1,392 万 7 千円 ▲ 2,512 万 2 千円
診療所特別会計 525 万 1 千円 287 万 5 千円 237 万 6 千円
情報基盤整備事業特別会計 12 億 6,083 万 7 千円 15 億 359 万 9 千円 ▲ 2 億 4,276 万 2 千円
北広島町水道事業会計 5 億 6,630 万 9 千円 5 億 161 万 6 千円 6,469 万 3 千円
北広島町豊平病院事業会計 7 億 9,923 万 9 千円 8 億 5,734 万 5 千円 ▲ 5,810 万 6 千円

合計 262 億 4,027 万 1 千円 274 億 7,202 万 1 千円 ▲ 12 億 3,175 万円

一時借入金の状況

会計名 現在高 H27 年度
下半期現在高 差額

一般会計 3 億円 2 億円 1 億円
国民健康保険特別会計 0 円 0 円 0 円
下水道事業特別会計 0 円 0 円 0 円
農業集落排水事業特別会計 0 円 0 円 0 円
介護保険特別会計 0 円 0 円 0 円
簡易水道事業特別会計 0 円 0 円 0 円
電気事業特別会計 0 円 0 円 0 円
芸北財産区特別会計 0 円 0 円 0 円
診療所特別会計 0 円 0 円 0 円
情報基盤整備事業特別会計 0 円 0 円 0 円
後期高齢者医療特別会計 0 円 0 円 0 円
北広島町水道事業会計 0 円 0 円 0 円
北広島町豊平病院事業会計 0 円 0 円 0 円

合計 3 億円 2 億円 1 億円

　3 月 31 日現在で、予算に対し
ておおむね８割の執行状況となっ
ています。出納閉鎖期間（4 月 1
日から 5 月 31 日までの間、未収
未払の整理を行うこと）を経て、
平成 28 年度決算報告は、広報き
たひろしま 12 月号でお知らせす
る予定です。

問財政課 財政係
　IP☎０５０－５８１２－１８５９
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北広島町
定住者の声

北広島町に移り住んで
来られた方の体験談を

紹介します

【
役
場 

企
画
課
か
ら
の
お
願
い
】

① 

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
す
る
物
件
を

ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

② 

「
定
住
者
の
声
」
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
ご
紹
介

く
だ
さ
い
！

問 

企
画
課 

地
域
振
興
係

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
６

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
２
６
‐
７
２
‐
５
２
４
２

E
-m

a
il sh

in
ko

u
@

to
w

n
. 

kitah
iro

sh
im

a.lg.jp

★
北
広
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
左
上
に
あ
る「
北
広
島
町 

定
住
情
報
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

北広島町　定住情報 検索

●
移
住
さ
れ
た
経
緯
は
？

　
一
昨
年
の
11
月
、
安
芸
郡
府
中
町
か

ら
来
ま
し
た
。
僕
は
地
元
が
千
葉
な
ん

で
す
け
ど
、
府
中
町
が
妻
の
地
元
な
ん

で
す
よ
。
北
広
島
町
に
来
た
の
は
、
僕

の
仕
事
関
係
と
い
う
か
。
今
、
山
一
建

機
㈱
さ
ん
の
工
場
に
事
務
所
を
間
借
り

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、

そ
の
山
一
建
機
㈱
の
山
根
さ
ん
の
紹
介

で
し
た
。（
エ
リ
ッ
ク
さ
ん
）

　
カ
フ
ェ
を
や
り
た
い
っ
て
話
し
て
い

た
ん
で
す
が
、
カ
フ
ェ
は
カ
フ
ェ
で
も

「
馬
カ
フ
ェ
」
っ
て
い
う
計
画
な
ん
で

す
よ
。
馬
を
見
な
が
ら
、
の
ん
び
り
コ

ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
も
ら
え
る
カ
フ
ェ
が

作
り
た
い
と
思
っ
て
い
て
。
そ
れ
は
府

中
町
じ
ゃ
無
理
で
し
ょ
（
笑
）。
こ
こ

が
最
適
な
ん
で
す
。（
真ま

き紀
さ
ん
）

●
お
仕
事
は
？

「
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
イ
メ
ー
ジ
ク
リ

エ
ー
タ
ー
」
と
い
う
肩
書
で
、
人
に
感

動
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
を
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
し
た
り
、
企
画
、
制
作
を
す

る
仕
事
で
す
。「
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
イ

メ
ー
ジ
」
っ
て
、画
像
だ
け
じ
ゃ
な
く
、

環
境
と
か
状
況
と
か
も
イ
メ
ー
ジ
と
呼

ん
で
い
て
、
観
光
も
そ
の
ひ
と
つ
な
ん

で
す
。
外
国
人
が
北
広
島
町
へ
来
る
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
。
Ａエ
ア
ビ
ー
ア
ン
ド
ビ
ー

ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
で
自
宅
な
ど
を
宿

泊
施
設
と
し
て
貸
す
世
界
的
な
サ
ー
ビ

ス
）
と
お
試
し
住
宅
で
泊
ま
っ
て
い
た

だ
け
た
ら
と
思
っ
て
、
空
き
家
バ
ン
ク

で
物
件
を
見
つ
け
て
準
備
中
な
ん
で
す

が
、
そ
れ
も
１
つ
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　
あ
と
最
近
は
、
折
り
鶴
の
チ
ッ
プ
を

使
っ
て
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
り
ま
し
た
。

世
界
か
ら
も
ら
っ
た
も
の
を
世
界
に
そ

の
ま
ま
お
返
し
す
る
と
い
う
か
、
そ
う

い
う
風
に
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
た

り
も
し
て
い
ま
す
。（
エ
リ
ッ
ク
さ
ん
）

●
移
住
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
は
？

　
以
前
、
市
内
で
一
緒
に
食
事
を
し
た

時
、
山
根
さ
ん
が
「
野
菜
の
味
が
せ
ん

の
ぉ
」
と
よ
く
言
っ
て
た
ん
で
す
が
、

今
は
僕
も「
野
菜
の
味
が
し
な
い
な
ぁ
」

っ
て
（
笑
）。
同
じ
こ
と
を
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
の
野
菜
は
美
味

し
い
で
す
ね
。（
エ
リ
ッ
ク
さ
ん
）

　
う
ち
も
畑
を
や
っ
て
る
け
ど
、
ヘ
タ

な
ん
で
す
よ
。
近
所
の
人
が
か
わ
い
そ

う
と
思
っ
て
く
れ
て
（
笑
）、
野
菜
を

い
っ
ぱ
い
く
れ
る
ん
で
す
よ
ね
。
子
ど

も
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
畑
で
「
で
き

ん
か
っ
た
」
っ
て
泣
い
て
た
の
を
知
っ

て
る
か
ら
、
通
り
が
か
り
に
子
ど
も
た

ち
の
分
も
肥
料
を
や
っ
て
く
れ
て
た

り
。皆
さ
ん
優
し
い
で
す
。（
真
紀
さ
ん
）

●
移
住
を
検
討
し
て
い
る
方
へ

畑
仕
事
を
す
る
に
は
最
高
で
す

（
笑
）。
野
菜
嫌
い
な
子
と
か
も
、
も
し

こ
っ
ち
に
来
た
ら
、野
菜
が
甘
い
か
ら
、

嫌
い
な
も
の
が
少
な
く
な
る
か
も
し
れ

な
い
。（
長
女
・
沙さ

あ

ら
亜
羅
さ
ん
）

市
内
と
比
べ
て
、
自
分
が
や
り
た
い

こ
と
を
始
め
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る

か
な
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
や
っ
た
こ

と
な
い
経
験
を
す
る
に
は
、
い
い
と
こ

ろ
か
な
ぁ
と
。（
エ
リ
ッ
ク
さ
ん
）

お
勤
め
っ
て
考
え
る
人
よ
り
、
自
分

で
何
か
し
た
い
っ
て
思
う
人
の
方
が
い

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
そ
し
て
、
子

育
て
最
高
！
で
す
。（
真
紀
さ
ん
）

千代田地域の春木へ移住された
エリック・ビリングスリーさんご家族
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●
長
笹
の
未
来
に
向
け
た
取
り
組
み

い
ろ
は
坂
の
よ
う
な
、
く
ね
く
ね
し

た
町
道
を
上
が
っ
て
行
く
と
民
家
が
見

え
て
き
ま
す
。
訪
れ
た
人
が
ほ
っ
と
安

ら
ぎ
を
感
じ
、「
桃
源
郷
」
の
よ
う
だ

と
感
動
さ
れ
る
豊
平
の
長
笹
地
区
。

仮
に
地
元
に
住
ん
で
、
移
住
・
定
住

を
考
え
て
も
ら
う
た
め
の
「
長
笹
お
試

し
住
宅
」
の
立
ち
上
げ
に
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
場
所
は
、
ド
ラ
イ
ブ
や
ツ
ー

リ
ン
グ
の
立
ち
寄
り
ス
ポ
ッ
ト
「
長
笹

樂ら
く
さ
ん山
」
の
す
ぐ
近
く
。
目
の
前
に
は
り

ん
ご
畑
が
広
が
り
、
遠
く
に
は
龍
頭
山

が
見
渡
せ
、
川
沿
い
に
は
ホ
タ
ル
が
飛

び
交
っ
て
、
と
て
も
幻
想
的
な
雰
囲
気

を
醸
し
出
し
て
い
る
所
で
す
。

お
試
し
住
宅
は
、
４
月
か
ら
利
用
の

予
約
受
付
を
開
始
し
て
お
り
、
長
笹
郷

土
振
興
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
Ｐ
Ｒ
活

動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
『
田
舎
暮
ら
し
の
本
３

月
号
』（
宝
島
社
発
行
）
に
掲
載
し
て

も
ら
っ
た
り
、
ブ
ロ
グ
や
フ
リ
ー
ペ
ー

パ
ー
を
利
用
し
た
ほ
か
、
振
興
会
で
作

成
し
た
お
試
し
住
宅
の
募
集
案
内
や
、

地
元
の
よ
さ
を
再
確
認
し
な
が
ら
作
り

上
げ
た
「
な
が
さ
さ
里
山
マ
ッ
プ
」
の

配
布
を
各
方
面
へ
依
頼
し
ま
し
た
。

同
時
に
、
長
笹
へ
移
住
・
定
住
し
て

い
た
だ
く
に
は
、
地
域
に
あ
る
空
き
家

の
確
保
が
急
が
れ
る
た
め
、
所
有
者
と

の
交
渉
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
。

何
か
を
し
な
け
れ
ば
」
と
い
う
思
い
に

か
ら
れ
、
地
元
学
を
学
び
な
が
ら
「
長

笹
５
カ
年
計
画
」の
完
成
を
目
指
し
て
、

長
笹
の
未
来
を
議
論
し
て
い
ま
す
。

（
豊
平
・
中な
か 

英ひ
で
お雄
）

集
落
支
援
員
だ
よ
り

● 

着
任
１
年
。
い
ま
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と

着
任
か
ら
丸
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

担
当
は
「
情
報
発
信
」
と
い
う
こ
と
で

非
常
に
幅
広
く
、
何
が
で
き
る
か
、
何

を
す
べ
き
か
、
何
を
し
た
い
か
…
を
考

え
続
け
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
る
う
ち
に

１
年
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
っ
て

し
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
常
に
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
は
「
ま

ず
北
広
島
町
を
知
っ
て
も
ら
い
、
興
味

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
一
度
来
て
も

ら
う
こ
と
、
北
広
島
町
の
フ
ァ
ン
に
な

っ
て
も
ら
っ
て
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て

も
ら
う
こ
と
」
の
き
っ
か
け
を
い
か
に

作
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

現
在
進
行
形
で
取
り
組
ん
で
い
る
の

は
、
初
心
者
向
け
の
神
楽
ガ
イ
ド
と
、

バ
ス
の
乗
り
方
ガ
イ
ド
を
英
語
で
作
成

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
す
る

業
務
で
す
。
広
島
バ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら

千
代
田
Ｉ
Ｃ
ま
で
は
高
速
バ
ス
で
わ
ず

か
１
時
間
弱
。
市
内
や
宮
島
を
訪
れ
る

観
光
客
に
足
を
延
ば
し
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
ね
ら
い
で
す
。

ま
た
、
地
元
の
方
か
ら
教
え
て
い
た

だ
い
た「
有
田
合
戦（
中
井
手
の
戦
い
）」

に
つ
い
て
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、
今
年

が
ち
ょ
う
ど
５
０
０
年
の
節
目
と
い
う

こ
と
が
わ
か
り
、
よ
り
広
く
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
取
り
組
み
が

何
か
で
き
な
い
か
な
ぁ
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

有
田
合
戦
は
毛
利
元
就
の
初
陣
と
し

て
知
ら
れ
、
少
数
精
鋭
で
大
軍
を
撃
破

し
た
こ
と
か
ら
「
西
国
の
桶
狭
間
」
と

称
さ
れ
る
ほ
ど
歴
史
的
に
も
重
要
な
戦

で
す
。
舞
台
と
な
っ
た
の
は
、
道
の
駅

舞
ロ
ー
ド
Ｉ
Ｃ
千
代
田
の
裏
手
か
ら
役

場
裏
を
通
っ
て
、
有
田
城
址
の
ふ
も
と

に
か
け
て
。
今
も
、
主
要
な
武
将
の
最

期
の
地
に
は
碑
が
立
っ
て
い
ま
す
。

古
戦
場
か
ら
有
田
城
址
を
す
べ
て

巡
っ
て
も
１

時
間
半
程
度
。

５
０
０
年
前
に

思
い
を
は
せ
な

が
ら
散
策
し
て

み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

（
澤さ
わ
だ田
真ま
ゆ
み弓
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊

通
信

▶�

ち
ら
し
類
は
、
役
場
本
庁
・
各
支
所
や
長
笹
樂
山
、

バ
ル
コ
ム
広
島
で
入
手
で
き
ま
す
（
今
後
は
道
の

駅
、
夢
ぷ
ら
ざ
な
ど
で
も
配
布
予
定
）

▶�

有
田
城
の
茗
荷
丸
（
一
番
高
い

と
こ
ろ
）
か
ら
古
戦
場
を
望
む
。

写
真
中
央
あ
た
り
が
中
出
地
区
。
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健　
康
　
信
通

第146回

問 保健課　
健康増進係
IP☎１８５３

６
月
は
「
食
育
月
間
」
で
す

楽しく運動　いいこといっぱい！
私の元気づくり体験記

元気づくり推進事業は現在 45 会場で実施
しています。参加者の声を紹介します。

大塚元気クラブ
（毎週水・金�午前 9時～ 10時 30分）

大
塚
元
気
ク
ラ
ブ
に
参
加
さ
れ
て

い
る
皆
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

竹
増
さ
ん　
「
一
人
暮
ら
し
で
も
、

こ
こ
に
来
る
と
話
が
で
き
、
と
て
も

楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
」

沖
元
さ
ん　
「
今
は
体
操
の
後
で
、

ボ
ー
ル
を
使
っ
た
運
動
を
し
て
い
ま

す
。
体
も
温
ま
る
し
、
み
ん
な
で
大

笑
い
し
と
て
も
楽
し
い
で
す
」

斉
藤
さ
ん　
「
体
操
が
で
き
な
い
人

も
み
ん
な
で
集
ま
り
話
を
す
る
こ
と

で
笑
顔
が
増
え
、元
気
に
な
れ
ま
す
」

竹
村
さ
ん　
「
体
操
を
始
め
て
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
少
し
ず
つ
下
が
り

効
果
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
今
年
も

ど
れ
だ
け
下
が
る
か
楽
し
み
で
す
」

日
時　

６
月
19
日
（
月
）

　
　
　

午
後
２
時
～
３
時

場
所　
と
よ
ひ
ら
ウ
イ
ン
グ

※ 

予
約
不
要
で
す
。
血
圧
測
定
・
尿
検

査
・
体
組
成
測
定
を
し
ま
す
。

み
そ
汁
の
塩
分
測
定
を
行
い
ま
す
！

　
ご
家
庭
の
み
そ
汁
を

容
器
に
入
れ
て
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る

月
一
健
康
相
談
を
開
催
し
ま
す
！

楽しむ拠点コース
筋トレ、ウォーキング、球技などを楽しみます。
日時 毎週月曜日 午前9時30分～11時30分
会場 千代田運動公園体育館 
参加費 100円 

水の拠点コース
温水プールで水中ウォーキングなどを楽しみます。
日時 ６月27日（火） 午後２時～３時
会場 千代田運動公園温水プールSuiSui
参加費 100円 
＊どなたでも参加できます。お誘い合わせ
　てお越しください。

　

食
育
基
本
法
が
成
立
し
た
６
月
は
、

毎
年
「
食
育
月
間
」。
ま
た
、
毎
月
19

日
は
「
食
育
の
日
」
で
す
。

　

食
育
と
は
、「
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を

通
し
て
、
食
に
関
す
る
知
識
と
食
を
選

択
す
る
力
を
得
て
、
健
康
的
な
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
人
を
育
て
る
こ

と
」
を
い
い
ま
す
。

　
食
育
の
取
組
の
ポ
イ
ン
ト　

①
食
を
楽
し
む
心
を
育
て
ま
し
ょ
う

　

家
族
で
一
緒
に
食
事
を
す
る
と
き
、

会
話
も
楽
し
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。

②
食
に
感
謝
す
る
心
を
育
て
ま
し
ょ
う

　
感
謝
し
て
食
べ
る
た
め
の
礼
儀
作
法

や
、
食
事
の
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。

③
食
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
ま
し
ょ
う

　
「
も
っ
た
い
な
い
」
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
、食
べ
残
し
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
郷
土
料
理
、
伝
統
食
材
、
食
事

の
作
法
な
ど
、
伝
統
的
な
食
文
化
を
受

け
継
ぐ
取
り
組
み
が
大
切
で
す
。

④
食
事
を
作
る
力
を
育
て
ま
し
ょ
う

　
メ
ニ
ュ
ー
や
量
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
食
事
を
作
る
力
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

⑤
食
べ
る
力
を
育
て
ま
し
ょ
う

　

１
日
３
回
の
食
事
、
十
分
な
睡
眠
、

適
度
な
運
動
な
ど
規
則
正
し
い
生
活
を

続
け
ま
し
ょ
う
。

⑥
食
を
選
択
す
る
力
を
育
て
ま
し
ょ
う

　
生
活
習
慣
病
（
高
血
圧
症
、
糖
尿
病

な
ど
）
を
防
ぐ
た
め
や
、
重
症
に
な
ら

な
い
た
め
に
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
を
選
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。

北広島町では、平成 23年度
に「食育推進計画」を策定し、
各機関が連携して食育活動
を推進しています。
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こ
ん
に
ち
は
！

北
広
島
町
地
域
包ほ
う
か
つ括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。
問 保健課　
地域介護係
IP☎１８５３

認
知
症
カ
フ
ェ
を
開
き
ま
せ
ん
か
？

　
集
い
の
場
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」

　
認
知
症
カ
フ
ェ
と
は
、
認
知
症
の
方

や
そ
の
家
族
、
地
域
住
民
な
ど
が
自
由

に
集
ま
り
、
楽
し
く
過
ご
す
場
で
す
。

カ
フ
ェ
に
参
加
す
る
こ
と
で
仲
間
が
で

き
、介
護
す
る
家
族
の
負
担
を
和
ら
げ
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
北
広
島
町
で
は
現
在
、
千
代

田
地
域
で
月
１
回
開
い
て
い
ま
す
。

◆
６
月
の
認
知
症
カ
フ
ェ
◆

日
時　
６
月
14
日
（
水
）

　
　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所　

�

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�

サ
ン
ク
ス
１
階
フ
ー
ド

コ
ー
ト

　

開
設
団
体
募
集
中

　
北
広
島
町
で
は
、
各
地
域
で
新
た
に

認
知
症
カ
フ
ェ
を
開
設
す
る
団
体
を
募

集
中
で
す
。
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
場
合
は
、
必
要
な
物
品
購
入
経
費
と

し
て
１
か
所
あ
た
り
３
万
円
以
内
の
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補
助
要
件

① 

地
域
住
民
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
で
あ
る
こ
と

② 

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

を
受
講
し
た
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
こ
と

③ 

認
知
症
カ
フ
ェ
を
月
１
回
以
上
３
年

間
は
開
催
で
き
る
こ
と

問
北
広
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
保
健
課 

地
域
介
護
係
内
）

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
３

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
は
、
認

知
症
の
方
と
そ
の
家
族
の
応
援
者
と
な

る
方
で
す
。北
広
島
町
が
実
施
す
る「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
１
回

受
講
す
れ
ば
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と

な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
講
座
で
は
、
認
知
症
の
病
気
の
こ
と

や
認
知
症
の
方
へ
の
接
し
方
な
ど
を
学

び
ま
す
。
北
広
島
町
で
は
、
こ
れ
ま
で

約
３
５
０
０
人
の
方
が
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
の
方
の
ご
家
族
や
、
認
知
症

の
方
を
見
守
る
立
場
の
方
、
知
識
を
身

に
つ
け
た
い
方
な
ど
、
ぜ
ひ
養
成
講
座

に
参
加
し
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
、
誰
も
が
住
み
よ
い
北

広
島
町
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

日
時　
６
月
22
日
（
木
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　

�
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
ゆ
り
か
ご
荘

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
北
広
島
町
で
は
今
年
度
か
ら
、
介
護

職
員
研
修
を
受
講
後
、
町
内
の
介
護
事

業
所
な
ど
で
就
労
し
て
い
る
方
に
、
研

修
受
講
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
町
内
の
介
護
事
業
所
で
就
労
し
て
い

る
方
で
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す

方
が
対
象
で
す
。

①
平
成
29
年
４
月
１
日
以
降
に
実
施
さ

れ
た
介
護
職
員
初
任
者
研
修
、
介
護
職

員
実
務
者
研
修
を
修
了
し
て
い
る
。

②
研
修
修
了
時
点
で
既
に
町
内
の
介
護

事
業
所
で
就
労
し
て
い
る
か
、
研
修
修

了
後
３
か
月
以
内
に
新
た
に
町
内
の
介

護
事
業
所
で
就
労
を
始
め
て
お
り
、
そ

の
後
３
か
月
以
上
勤
務
し
て
い
る
。

③
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
。

　
研
修
に
係
る
受
講
費
用
（
受
講
料
や

テ
キ
ス
ト
代
な
ど
で
、
千
円
未
満
切
り

捨
て
）
と
し
て
、
３
万
円
を
上
限
に
補

助
。
た
だ
し
、
他
の
補
助
金
な
ど
を
受

け
て
い
る
場
合
、
そ
の
金
額
を
除
い
た

額
以
内
。

　
申
請
手
続
き
な
ど
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
保
健
課
介
護
保
険
係
IP
☎
１
８
５
３

補
助
対
象
者

補
助
金
額

介
護
職
員
研
修
費
用
を
補
助
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ご
み
の
減
量
化
と
資
源
の
リ

サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
た
め
、

資
源
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
町
民
総

ぐ
る
み
運
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

平
成
28
年
度
は
39
ｔ
以
上
の
ご

み
が
減
り
、
資
源
に
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
資

源
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

　
町
で
は
、
自
治
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
の
登
録
団
体
が
集
め
た
資

源
ご
み
の
量
に
応
じ
て
助
成
金

（
７
円
／
㎏
）
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
こ
の
助
成
を
受
け
る
に

は
、
事
前
に
団
体
の
登
録
が
必

要
で
、
随
時
、
町
民
課
及
び
各

支
所
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
対
象
団
体

　

�

行
政
区
、
子
ど
も
会
、
女
性

会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
住
民
団
体

■
対
象
品
目

　
古
紙
、
ア
ル
ミ
缶
、
ス
チ
ー
ル

　

缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
衣
類

現
在
、
ご
み
処
理
に
は
多
く
の
費
用
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
ご
み
が
減
れ
ば
、
処
理
に
係
る
費
用

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
限
り
あ
る

資
源
を
守
る
た
め
、
ご
み
を
減
ら
し
、
環
境
を
大
切
に
し
た
ま

ち
と
暮
ら
し
の
実
現
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

問
町
民
課 

環
境
管
理
係 

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
４

運
動
事
業
の
助
成
制
度

品　　　　　目

総 量古紙
（新聞・雑誌・
段ボール等）

アルミ缶 スチール缶 ペットボトル 衣類

364,132kg 22,700kg 1,291kg 2,510kg 5,900kg 396,533kg

資源ごみリサイクル町民総ぐるみ運動事業　結果一覧　（平成 28 年 4 月～平成 29 年 3 月）

資
源
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル

町
民
総
ぐ
る
み
運
動
事
業
　
結
果
発
表
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防
災
最
前
線

北広島町消防本部
IP050-5812-1119

◆
平
成
29
年
度　
全
国
統
一
防
火
標
語

　
「
火
の
用
心　
こ
と
ば
を
形
に　
習
慣
に
」

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

普通救命講習　受講申込書
 住所

電話番号（　　　）　　－

性別（男・女）氏名

生年月日（昭・平）  　 年  　 月　　日

※すでに本講習の修了証をお持ちの方は、当日ご持参ください。
※個人情報は修了証発行に使用する以外、その他で使用されることは一切ありません。

切り取り線

■申し込み・お問い合わせ

■消防本部（署） 
　IP ☎０５０-５８１２-１１１９
■芸北出張所
   IP ☎０５０-５８１２-２１１９　
■大朝出張所
　IP ☎０５０-５８１２-３１１９
■豊平出張所
　IP ☎０５０-５８１２-４１１９
■ファックス受付
　０８２６-７２-５１４５

危
険
物
安
全
週
間

　
６
月
４
日
か
ら
６
月
10
日
ま
で
の
１

週
間
は
、「
危
険
物
安
全
週
間
」
で
す
。

　
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
、
軽
油
な
ど
は
私

た
ち
の
生
活
の
中
で
身
近
な
だ
け
に
、

こ
れ
ら
が
「
危
険
物
」
で
あ
る
こ
と
を

意
識
さ
れ
て
い
な
い
方
も
お
ら
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
も
の
は
火
災
を

発
生
さ
せ
る
危
険
性
が
非
常
に
高
い
た

め
、
消
防
法
令
や
火
災
予
防
条
例
で
貯

蔵
や
取
り
扱
い
の
方
法
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
誤
っ
た
取
り
扱
い
を
す
る
と
大
き
な

事
故
と
な
る
危
険
性
が
非
常
に
高
い
と

い
う
こ
と
を
認
識
し
て
、
安
全
に
取
り

扱
っ
て
く
だ
さ
い
。

29
年
度　
危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語

　「
あ
な
た
な
ら
　

　
　
　
無
事
故
の
着
地
　

　
　
　
　
　
決
め
ら
れ
る
！
」

　
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
た
人
の
そ
ば
に
居
合
わ
せ
た「
あ
な
た
」か
ら
救
急
隊
へ
、

救
急
隊
か
ら
医
師
へ
、
命
の
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
救
命
リ
レ
ー
の
第
一
走
者
に
な
り
ま

せ
ん
か
。
普
通
救
命
講
習
を
受
講
す
る
こ
と
で
、
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱

い
、
応
急
手
当
の
知
識
・
技
術
が
習
得
で
き
ま
す
。
あ
な
た
の
大
切
な
人
を
守
る
た

め
に
、
是
非
こ
の
機
会
に
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
は
、
電
話
ま
た
は
下
の
「
受
講
申
込
書
」
を
最
寄
り
の
消
防
署
に
持
参

い
た
だ
く
か
、
こ
の
ペ
ー
ジ
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

●開催日　平成 29 年７月９日（日）
●会　場　千代田中央公民館 2 階大会議室
　　　　　（北広島町有田 1220 番地１）
時間・講習内容
  8：30 ～ 9：00　受付
  9：00 ～ 10：20　応急手当の必要性など（座学）
10：20 ～ 11：30　心肺蘇生法・AED（実技）
11：30 ～ 12：00　実技の確認

●申し込み締切日　７月７日（金）
●定員　50 人

　
私
は
現
在
、
救
急
救
命
士
を
目
指
し

日
々
訓
練
や
勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
私
と
一
緒
に
心
肺
蘇
生

法
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

　消防本部�消防課救急係�
�������������������勤続８年目
消防士長�別

べっ ぷ
府�泰

ひろあき
明（31歳）

あ
な
た
の
大
切
な
人
を
守
る
た
め
に
受
講
し
ま
し
ょ
う
！

　

普
通
救
命
講
習
受
講
者
募
集

修了証　（  有  ・  無  ）
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北広島町農山村体験推進事業
平成 29 年度の民泊受入予定

　北広島町農山村体験推進協議会（事務局：商工観光課）では、
いなかでの「ほんもの体験」をしてもらおうと、県内の小学生（山・
海・島体験活動）や県外からの中高生修学旅行の民泊・体験プロ
グラムの受入を行っています。平成 29 年度は約 770 人 1,900
泊の小学生、約 600 人 1,000 泊の中高修学旅行生が北広島町を
訪れます。ご近所で見かけられた際には、温かいお声かけをいた
だくとともに、新たな民泊受入家庭の登録も募集していますので、
お気軽にお問い合わせください。

日程 学校名 受入内容 生徒数 受入
家庭数

不足
家庭数

5/17（水）～ 18（木） 大阪府
大阪市立南港北中学校 民泊・家業体験 95 27 0

5/23（火）～ 24（水） 石川県
小松市立丸内中学校

民泊・
被ばく体験講話 104 31 0

6/2（金）～ 4（日） 神奈川県
海老名市立柏ヶ谷中学校★

民泊・家業体験 123 32 0

9/26（火）～ 28（木） 神奈川県立釜利谷高校★
民泊・家業体験・
選択別体験 90 26 0

11/11（土）～ 13（月） 神奈川県立茅ヶ崎西浜高校★ 民泊・家業体験 190 52 18

【中高生（体験型修学旅行）の受入】

★…安芸太田町との合同受入
問北広島町農山村体験推進協議会（事務局：商工観光課 観光振興係）IP ☎０５０－５８１２－８０８０

民泊受入家庭募集中

期間 種別 校数 児童数
7/4（火）～ 21（金） 町内小学校（夢プロ） 9 145

7/21（金）～ 9/8（金） 町外小学校（夏季） 11 570
1 月 ～ 2 月 町外小学校（冬季） 4 50

【小学生（山・海・島体験活動）の受入】

�

◀�

受
入
中
に
は
各
家
庭
に

旗
が
掲
出
さ
れ
ま
す

　町内各世帯に届く「広報きたひろしま」（毎月第３金曜日・8,800部発行）に有料広
告を出すことができます。商品の紹介や求人広告などを広報紙でアピールしませんか。
●広告の種類
○１号広告　縦4.5㎝ × 横17.3㎝　　広告料２０，０００円【1回】
○２号広告　縦4.5㎝ × 横18.5㎝　　広告料１０，０００円【1回】
●掲載場所
　表紙・裏表紙を除くページの最下段（ページ指定はできません）
●掲載方法
　申込書と納税証明、会社の詳細がわかるパンフレットを総務課へ提出してください。
なお、申し込みは掲載を希望する号の１か月前に行ってください。
問総務課 情報電算係　IP☎０５０－５８１２－１８５０

広
告
募
集
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　２　事業の内容　　
　　①保健師・医師・臨床心理士による相談
　　　〈相談を受けるまでの流れ〉　　

　原子爆弾投下直後に降った黒い雨により、現在も健康に不安をお持ちの方について、保健師や
医師、臨床心理士などが相談に応じます。
　１　対象となる方
　 　被爆者健康手帳または第１種健康診断受診者証の交付を受けていない方で、北広島町などが

被爆地域の拡大を求めた地域内において原爆投下直後に黒い雨を体験し、現在も健康不安を有
する広島県内在住の方(※具体的な場所については福祉課へお問い合わせください)　

平成29年度 黒い雨体験者 相談・支援事業

　
◆巡回相談会　６月29日（木） 午後１時から
　　　　　　　豊平保健福祉総合センターそよかぜ
②健康診断費の助成　
　相談の参考とするため、｢特定健康診査｣や｢町
が実施するがん検診｣を受診し、医師等相談会ま
たは巡回相談会にその結果をお持ちいただいた方
についてはそれぞれ年1回に限り、受診に要した
自己負担額が助成されます。(後日、償還払い)
　問福祉課 生活福祉係
　　IP ☎０５０－５８１２－１８５１
　　広島県 被爆者支援課
　　☎０８２－５１３－３１０９

役場福祉課で相談票などを作成し、
相談の申し込み

役場福祉課から広島県へ
事業利用連絡と相談会予約

決まった日時にご自身で相談会場に行っ
ていただきます（交通費助成あり）。

相談会場へ出向くことが困難な方は、個
別訪問による相談を受けられます。

実施地域名 実施予定時期 申込締切日 募集予定人員
イルクーツク州 8 月 27 日（日） ～ ９月  ５日（火） 5 月 19 日（金） 15 名
クラスノヤルスク地方 ９月  ３日（日） ～ ９月 12 日（火） 5 月 26 日（金） 15 名
中国東北地方 9 月  ５日（火） ～ ９月 14 日（木） 5 月 29 日（月） 15 名
東部ニューギニア（１・２班） 9 月 20 日（水） ～ ９月 27 日（水） 5 月 19 日（金） 20 名
沿海地方 9 月 24 日（日） ～ ９月 28 日（木） 6 月 16 日（金） 15 名
インドネシア（１・２班） 10 月  ４日（水） ～ 10 月 13 日（金） 6 月 12 日（月） 15 名
硫黄島（第１次） 10 月 24 日（火） ～ 10 月 25 日（水） 7 月  ７日（金） 100 名
トラック諸島 10 月 26 日（木） ～ 11 月 2 日（木） ６月 16 日（金） 15 名

硫黄島（第２次） ２月 20 日（火） ～ ２月 21 日（水） 10 月 30 日（月） 100 名

フィリピン（１・２・３班） 2 月 14 日（水） ～ 2 月 23 日（金） ９月 25 日（月） 60 名
マーシャル・ギルバート
諸島（１・２班） 3 月  ３日（土） ～ ３月 11 日（日） 10 月 26 日（木） 10 名

問福祉課 生活福祉係　IP ☎０５０－５８１２－１８５１
　広島県 社会援護課 援護恩給グループ　☎０８２－５１３－３０３６

　政府は、旧主要戦域となった陸上や、遺骨収集の望めない海上などにおける戦没者を対象として、
遺族の要望にこたえるため、慰霊巡拝事業を行っています。
　平成 29 年度は次のとおり実施します。申し込みに必要な書類など詳細については、役場福祉課
までお問い合わせください。

※実施時期・期間などは、相手国の都合などにより変更することがあります。

平成 30 年

平成 29 年度 慰霊巡拝の実施について

15 Public�Relations�Kitahiroshima
��2017.6



　工業統計調査は我が国の工業の実態を明らかにすることを目的とした統計法
に基づく報告義務がある重要な統計調査です。
　調査結果は中小企業施策や地域振興などの基礎資料として利活用されます。
　調査時点は平成 29年６月１日です。調査票へのご回答をお願いいたします。

経済産業省・広島県・北広島町

平成 29年工業統計調査を実施します

工業統計キャラクター・コウちゃん

　４月 23 日（日）、万徳院跡歴史公園で行
なわれた「第 16 回万徳院 春を食べるかい」
では、山菜の天ぷらなどが振る舞われたほか、
箏の演奏や蔵迫保育所の園児などによる多彩
なステージイベントが披露されました。

　

４
月
29
日
（
土
）、
大

朝
地
域
で
「
お
お
あ
さ 

わ
さ
ま
ち
」
が
開
催
さ

れ
、
会
場
は
多
く
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

同
時
開
催
さ
れ
た
ア
ー

ト
イ
ベ
ン
ト
「
あ
ー
と
ふ

る
大
朝
」
で
は
、
10
会

場
に
大
朝
在
住
や
北
広

島
町
出
身
の
芸
術
家
の

皆
さ
ん
が
作
品
を
展
示
。

地
元
が
準
備
し
た
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
に
乗
っ
て

会
場
を
巡
る
方
の
姿
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

お
お
あ
さ 

わ
さ
ま
ち

万徳院 春を食べるかい
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生物多様性きたひろ戦略　薪活編
～ササユリ咲くまちづくり～

　本町では、里山から切りだした木を、家庭の薪ストーブなどの燃料に活用するための推進計画を
策定しました。この計画を進めることで、灯油などの化石燃料の使用が減り、地球温暖化への対策
に貢献するだけでなく、山の手入れを通して、町花・ササユリをはじめとする草花が咲く、ふるさ
との風景を守ることにつながります。計画全編は、今後、町のホームページなどに掲載します。

問教育委員会 生涯学習課
　IP ☎０５０－５８１２－１８６４

「生物多様性きたひろ戦略　薪活編」の概要 「
生
物
多
様
性
き
た
ひ
ろ
戦
略　
薪
活
編
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
紙

生物多様性きたひろ戦略
薪活編：ササユリ咲くまちづくり

を策定しました

■検討組織　 北広島町環境審議会　松
まつむら

村　幸
ゆきひこ

彦委員長（広島大学教授）
■計画期間　平成 29 ～ 38 年度（10 年間）
■基本目標
　Ⅰ．きれいな水と空気に囲まれた暮らしづくり（生活環境）
　Ⅱ．豊かな自然と共に生きる環境づくり（自然環境）
　Ⅲ．地球を意識して生活する仕組みづくり（地球環境）
　Ⅳ．人と人とのつながりのある温かいまちづくり（快適環境）
　Ⅴ．将来の環境を守り、創る人づくり（環境教育・学習及び環境保全活動）
■将来の環境像　「自然と人の温もりがあふれるまち　北広島町」
問町民課 環境管理係　IP ☎０５０－５８１２－１８５４

北広島町環境基本計画を策定しました

松村委員長から答申

日産から北広島町へ電気自動車を無償貸与
３月 27 日（月）、日産自動車㈱から北広島町に電気自動

車「e-NV200」１台が３年間無償貸与されることを記念
し、納車式が開催されました。日産自動車が実施している

「e-NV200 ＰＲモニターキャンペーン」によるもので、「e-
NV200」は静かな走行音や走行時に二酸化炭素などの排気ガ
スを出さないといった、環境に配慮されたエコカーです。北
広島町では公用車として配備し、環境への負担軽減に努める
とともに、エコカー導入促進ＰＲに活用していく予定です。

日産プリンス広島販売㈱の遠
えんどう
藤�喜

よしかず
一執行役員

と箕野町長
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生産品目などを箕野町長へ報告する茂川さん（写真中央）

北広島町新規就農総合対策事業の認定研修生
茂
も が わ

川 真
し ん じ

二さん（豊平）が新規就農者に
　平成27年度から町の認定研修生だった茂川 
真二さんが、このほど農業経営を開始され、３
月30日（木）、町長室へ報告に来られました。
茂川さんは、今年３月から、豊平地域の吉木・
都志見地区で水稲、そば、ホウレンソウの生産
に取り組んでいます。また、現在町内では、平
成28年度の認定研修生である横

よ こ た
田 弘

こうへい
平さんが

平成30年春の就農を目指してホウレンソウの
研修を行っています。

神楽部員と整備された神楽面や扇子
どんぐり北広島　榎本主将が指導
ソフトテニス体験講座を開催
　４月25日（火）、千代田運動公園体育館でソ
フトテニス体験講座が開催されました。昨年か
ら行われている公民館講座の第13回目として、
地域密着型ソフトテニスクラブ「どんぐり北広
島」の榎

えのもと
本 有

ゆ か
花主将が指導。参加者の皆さん

はソフトテニスを楽しみ、汗を流していました。

参加者の皆さんはあっという間に上達
千代田地域づくり協議会から活動支援
千代田高校神楽部に神楽面などを整備
　千代田高校神楽部にこのほど、神楽面やス
モークマシン、扇子、なぎなたなどが整備され
ました。同校はこれまで、地元神楽団から衣装
や道具を借りてイベントなどで上演していまし
たが、伝統の継承と充実に貢献できるようにと、
千代田地域づくり協議会（小

お だ
田 良

よしのり
則会長）から

活動の支援を受けたものです。また、今回の整
備を機に、神楽愛好会から神楽部へ昇格し、６
月17日（土）の文化祭では、記念公演として「葛
城山」と「紅葉狩」を上演する予定です。

今後の講座開催予定
5/30（火）　燻製体験講座
　　　　　　会場・問 �千代田中央公民館（IP ☎ 2249）
6/16（金）　ひょうたんランプ作り講座
　　　　　　会場・問 �芸北文化ホール（IP ☎ 2070）
※時間はどちらも午前 10時～ 11時 30分です。
※くわしくはお問い合わせください。

農業所得の向上や耕作放棄地の防止を目的
大朝地域担い手ネットワーク協議会設立
　３月29日（水）、役場大朝支所で、「大朝地
域担い手ネットワーク協議会」が設立されまし
た。米の直接支払交付金の廃止による農業所得
の減少への対策、不作付地の拡大防止・解消を
目的としたもので、農地の集積や分散錯

さ く ほ
圃＊の

解消、農作業の効率化、農業用機械の共同利用
の推進、生産コストの削減を図り、農業経営の
発展と農地の保全に取り組みます。今回の試み
は、町内では初めてとなります。

大朝支所で行われた設立総会

＊�農業者が所有する農地が分散しており、また、他者の農
地と混在していること（農林水産省ホームページより）
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元 千代田町議会議員
　　　　　小

お だ

田 三
み つ お

夫さん

　今田さんと尾田さんは５期15年間にわ
たって民生委員児童委員、主任児童委員を務
め、昨年11月末に退任されました。委員と
して、社会奉仕の精神をもって、相談支援に
取り組まれ、地域福祉・高齢者福祉・児童福
祉の推進に大きく貢献していただきました。

　元千代田町議会議員の小田さんは、平成２
年12月の初当選以来、３期12年にわたって
在職。その間、議会産業常任委員会の委員な
どを歴任し、農業振興や道路網の形成に多大
な貢献をされたほか、町政及び議会運営にご
尽力いただきました。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

厚生労働大臣特別表彰 高齢者叙勲　旭日単光章

元 民生委員児童委員
　今

い ま だ

田 壽
かずゆき

之さん・尾
お だ

田 由
ゆ き こ

紀子さん

　４月 28 日（金）～ 30 日（日）、５月２日（火）の４日
間、りんごの花が見頃を迎えた加計高校芸北分校のりんご
園で、お花見会が開催されました。りんご栽培など、芸北
分校の取り組みを広く知ってもらおうと、広島県主催の「ひ
ろしまさとやま未来博 2017」の関連イベントとして実施。
広島市や大竹市、呉市などから４日間で約 110 人の方が
見学に訪れました。生徒たちは来場者にりんごの花や栽培
方法について説明し、来場者の皆さんからも熱心な質問が
寄せられていました。５月下旬には摘果作業を行うほか、
袋かけや秋の収穫作業についても体験希望者を募っていく
予定となっています。

加計高校芸北分校で
りんごのお花見会

▶
終
了
後
に
は
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
配
布
し

て
北
広
島
町
を
宣
伝

▶
来
場
者
の
皆
さ
ん
と

記
念
撮
影
。
生
徒
た
ち

の
て
い
ね
い
な
説
明
に

喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
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お
知
ら
せ
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
は

文
末
に
記
載
さ
れ
て
い
る
問
い
合
わ
せ

先
問
へ
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

IP
電
話
番
号
は
下
４
桁
の
み
を
記
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
電
話
を
か
け
る
際
は

０
５
０
‐
５
８
１
２
の
後
に
、
４
桁
の

番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

　

…
問
い
合
わ
せ
先

問

　
児
童
手
当
の「
現
況
届
」

　

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
、
毎
年
６
月
に
現
況
届
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
届
は
６
月
１

日
現
在
の
状
況
を
報
告
し
、
児
童
手
当

を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が
満
た
さ
れ

て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
受
給
者
の
方
へ
は
、
役
場
か
ら
用

紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
確
認

し
て
ご
記
入
の
上
、
６
月
中
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
６
月
分
以
降（
10
月
期
）の
手
当
は
、

現
況
届
が
提
出
さ
れ
る
ま
で
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
IP
☎
１
８
５
１

　
町
営
住
宅
等
入
居
者
募
集（
６
月
定
期
）

　
町
営
住
宅
等
の
入
居
者
の
６
月
募
集

を
行
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
役
場
建
設

課
管
理
係
ま
た
は
各
支
所
建
設
管
理
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
住
宅

　
横
路
団
地　
　
　
　
　
　
　
（
大
朝
）

　
有
間
団
地　
　
　
　
　
　
（
千
代
田
）

　
久
保
角
団
地　
　
　
　
　
　
（
豊
平
）

　
特
公
賃
・
上
市
団
地　
　
　
（
大
朝
）

　
特
公
賃・松
崎
団
地【
世
帯
棟
】（
豊
平
）

　
町
有
・
雄
鹿
原
中
祖
住
宅　
（
芸
北
）

申
込
受
付
期
間

　

６
月
１
日（
木
）～
６
月
12
日（
月
）

　
＊
土
・
日
を
除
く

※ 

入
居
可
能
日
は
７
月
３
日
（
月
）
以

降
と
な
り
ま
す
。

※ 

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
受
付
期
間

終
了
後
に
抽
選
と
な
り
ま
す
。

問
建
設
課
管
理
係
IP
☎
１
８
６
０

　
芸
北
支
所
建
設
管
理
係
IP
☎
２
１
１
２

　
大
朝
支
所
建
設
管
理
係
IP
☎
８
０
０
１

　
豊
平
支
所
建
設
管
理
係
IP
☎
１
１
２
４

 

北
広
島
町
人
権
擁
護
委
員

水み
ず
の野 　
元げ
ん

中
祖
２
０
６

西に
し
だ田 

克か
つ
こ子
草
安
５
０
４

岩い
わ
た田 

正ま
さ
ひ
ら平
大
塚
２
３
０
７
‐
１

石い
し
ば
し橋 

源げ
ん
ろ
う郎
大
朝
３
５
８
６

藤ふ
じ
た田 

利と
し
あ
き昭
岩
戸
２
５
６
４
‐
１

森も
り
わ
け分 

光み
つ
え惠
有
田
１
０
５
８

越こ
し　

 

照て
る
ゆ
き幸
川
井
６
６
３

益ま
す
だ田 

良り
ょ
う
こ子
石
井
谷
１
２
７
１

吉よ
し
は
ら原 

陽よ
う
そ
う壯
南
方
４
４
４
８

神か
み
か
わ川 　
潔き
よ
し

今
吉
田
１
２
３
８
‐
１

沖お
き
ま
さ政 

長ひ
さ
き
み公
戸
谷
４
０
２
１

齋さ
い
と
う藤 　

實み
の
る

中
原
１
８
２
１
‐
２

　
調
理
師
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

　
平
成
29
年
度
調
理
師
試
験
を
実
施
し

ま
す
。

日
時　
８
月
30
日
（
水
）

　
　
　
午
後
２
～
４
時

会
場　
安
田
女
子
大
学

受
験
願
書
受
付
期
間　
　
　
　
　
　
　

　

６
月
５
日（
月
）～
６
月
16
日（
金
）

問
・
受
験
願
書
提
出
先

　
保
健
課
健
康
増
進
係
IP
☎
１
８
５
３

　
人
権
擁
護
委
員
の
日

　
６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
の
日

で
す
。
人
権
擁
護
委
員
は
、
あ
な
た
の

身
近
な
相
談
相
手
で
す
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
あ
な
た
の
悩

み
を
人
権
擁
護
委
員
に
相
談
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

特
設
人
権
相
談
所
の
実
施
に
つ
い
て

　
町
内
４
会
場
で
、
人
権
擁
護
委
員
と

司
法
書
士
に
よ
る
特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。
家
庭
内
の
も
め
ご
と
や

隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
や
差

別
な
ど
幅
広
い
相
談
を
受
け
ま
す
。
ぜ

ひ
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
・
会
場　
６
月
２
日
（
金
）

●
午
前
10
時
～
12
時

　
役
場
大
朝
支
所
、
豊
平
中
央
公
民
館

●
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

 

役
場
芸
北
支
所
、

　
人
権
・
生
活
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

問 

人
権
・
生
活
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
IP
☎
５
０
２
０
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生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

　
　
ス
ポ
ー
ツ
　

消
防
・
防
災

き
た
ひ
ろ
　

　
　
ネ
ッ
ト

税
金

年
金
・
保
険

保
健

福
祉
・
子
育
て



　
広
島
広
域
都
市
圏

　
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
共
同
応
援
の
参
加
者
募
集

　

中
国
地
方
で
唯
一
の
Ｊ
１
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

「
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
」
を
支
援
す
る
た
め
、
広
島

広
域
都
市
圏
内
の
住
民
か
ら
参
加
者
を
募
り
、
共
同
応

援
を
行
い
ま
す
。

主
催　
広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会

日
時　
６
月
25
日
（
日
）
午
後
６
時
30
分
キ
ッ
ク
オ
フ

対
戦
相
手　
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ

会
場　
エ
デ
ィ
オ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム　
※
現
地
集
合

募
集
人
数　
80
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選
）

参
加
費　
大
人
２
千
円
、
小
中
高
１
千
円

※ 

Ｓ
Ａ
指
定
席
（
ホ
ー
ム
）
で
ま
と
ま
っ
て
応
援
し
ま
す

※
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

申
し
込
み
方
法

　
往
復
は
が
き
に
、参
加
者
全
員
（
１
枚
に
５
人
ま
で
）

の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
（
学
生
の
場
合
は
学
年
）、
電

話
番
号
と
「
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
共
同
応
援
希
望
」
の
旨

を
記
入
し
、５
月
25
日
（
木
）（
※
消
印
有
効
）
ま
で
に
、

次
の
あ
て
先
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
小
学
生
以

下
の
場
合
は
、
大
人
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

　
〒
７
３
０
‐
８
５
８
６

　

 

広
域
都
市
圏
推
進
課
内
広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会

　
※
住
所
の
記
入
は
不
要
で
す
。

問
広
島
市
広
域
都
市
圏
推
進
課

　
☎
０
８
２
‐
５
０
４
‐
２
０
１
７

　
湯
﨑
知
事
と
本
音
で
語
る

　
「
欲
張
り
ラ
イ
フ
懇
談
会
」

　

熱
狂
的
な
カ
ー
プ
フ
ァ
ン
で

も
あ
る
俳
優
の
谷た
に
は
ら
し
ょ
う
す
け

原
章
介
さ
ん

が
広
島
に
来
訪
し
、
湯ゆ
ざ
き﨑
英ひ

で
ひ
こ彦

広
島
県
知
事
と
広
島
県
が
目
指
す
「
仕
事
」
も
「
暮
ら

し
」
も
ど
ち
ら
も
充
実
さ
せ
る
「
欲
張
り
な
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
」
を
テ
ー
マ
に
、
大
い
に
語
り
合
い
ま
す
。
ま

た
、
会
場
で
は
県
内
の
特
産
品
を
販
売
す
る
ブ
ー
ス
も

出
店
し
ま
す
。

日
時　
６
月
18
日
（
日
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分（
午
後
１
時
開
場
）

会
場　
安
佐
南
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー 

ホ
ー
ル

入
場
料　
無
料　
※
要
事
前
申
し
込
み
・
抽
選

内
容
（
予
定
）

・
湯
﨑
知
事
が
語
る
広
島
県
が
目
指
す
「
欲
張
り
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
」

・
谷
原
章
介
さ
ん
＆
湯
﨑

知
事
の
欲
張
り
ト
ー
ク

シ
ョ
ー

・
あ
な
た
の
周
り
の
「
よ

く
ば
り
さ
ん
」
の
「
欲

張
り
自
慢
」
な
ど

問
広
島
県
広
報
課 

自
主
広
報
・
県
民
対
話
グ
ル
ー
プ

　
☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
２
３
７
８

障がいを知り、共に生きる

申し込み・問福祉課 地域福祉係　IP ☎０５０－５８１２－１８５１

広島県西部こども家庭センターによる
療育手帳判定会

　療育手帳の更新に必要な判定会が実施され
ます。希望者は事前の申し込みが必要です。
　日　時　平成 29 年６・９・12 月、
　　　　　平成 30 年 3 月の第１金曜日
　　　　　各回午前 10 時～午後３時
　会　場　北広島町役場本庁
　対象者　既に療育手帳をお持ちの方

広島県立身体障害者更生相談所による
相談（判定）会

　義肢や装具、車椅子などの補装具費の支給
申請に必要な相談（判定）会が開催されます。
希望者は事前の申し込みが必要です。
　日　時　６月 28 日（水）　午前 10 時受付
　会　場　北広島町役場本庁　2 階会議室
　対象者　肢体不自由の障がいがある方
　締　切　６月 16 日（金）
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人情報コーナー求

問 北広島町求人情報センター（企画課 地域振興係内） 
    IP ☎ ０５０－５８１２－１８５６
    Webサイト   http://www.town.kitahiroshima.lg.jp/

仕事の内容 事　業　所　名

看護師・准看護師
など

（医）社団せがわ会 千代田病院
（医）社団慶寿会 千代田中央病院
大朝ふるさと病院
特別養護老人ホーム やすらぎ
北広島町豊平病院
北広島病院

栄養士 北広島町豊平病院

看護助手 （医）社団せがわ会 千代田病院
（医）社団慶寿会 千代田中央病院

歯科衛生士 いのうえ歯科医院
三宅歯科医院

介護職・介護支援
専門員など

特別養護老人ホーム やすらぎ
（医）社団慶寿会 千代田中央病院
特別養護老人ホーム 正寿園
老人保健施設あけぼの・あけぼの通所リハビリ

法人・団体の管理職員 北広島町豊平病院
店舗運営管理 （株）誠企画

小売店販売員など
（有）かわすみ
ａｕショップ　北広島店

（株）シバオ 広島サービスセンター

事務

広島県中古自動車販売商工組合
（有）つかさランドリー
（株）下岡タイヤ産業
（株）キャリアメイク

土木建築作業員・
設備作業員など

（株）竹下建設
（株）広栄建設産業
（株）森下電設工業
（株）坂本工業
（株）トエル
三次電工（株） 北広島出張所

（有）千代田電機サービスセンター
竹村石油（株）

（有）ビーエム
（有）ダイケン
（株）タカノエンジニアリング

調理人 広島北ホテル
益水興産（有）

接客業務など 広島北ホテル
食品製造など 丸二（株）

製造作業員
（工場作業など）

（株）大田鋳造所千代田事業所
テクノレイク（株）
オオアサ電子（株）

（株）進栄工業
（株）セイユー
カトウ家具工芸（有）

（株）サステック
北九鋼材工業（株）広島営業所

（株）ジャパンエンジニアリング・ワークス千代田工場
（株）ショウワコーポレーション
（株）タカノエンジニアリング
（株）中野石材
エーエスレジン（株）

（株）下岡タイヤ産業
（有）五反田ゴム工業
（株）ハタヤデザイン

施設・浄化槽管理作業員 千代田衛生興業（有）

運転手（トラック・
機械・バス・タク
シーなど）

美和運送（株）
福山通運（株）広島北支店

（有）大朝交通
千代田タクシー
北広島タクシー

（株）下岡タイヤ産業
自動車技術（トラック整備） （株）エムジー・カーズ千代田

農業 （有）千代田ファーム
（株）誠企画

林業 （有）大内林業
美容師 ku-ra　HAIR FIT
スポーツ 大朝まちづくり（有）
倉庫作業 出水運輸センター（株）広島営業所

仕事の内容 事　業　所　名 事　業　所　名
看護師・准看護師 （医）社団慶寿会 千代田中央病院　 特別養護老人ホーム やすらぎ
看護助手 （医）社団せがわ会 千代田病院 （医）社団慶寿会 千代田中央病院

介護職・介護支援
専門員など

特別養護老人ホーム やすらぎ 北広島町社会福祉協議会
グループホーム・デイサービス　きららの里 （医）社団せがわ会　通所・訪問介護事業所
社会福祉法人　三矢会 障害福祉サービス ホームきずな・ぴいぱぶ
芸北小規模多機能ホーム・芸北デイサービス

歯科衛生士 三宅歯科医院

小売店販売員
など

Life shop かわすみ ローソン千代田インター店
（有）種浦商店≪セブンイレブン広島千代田インター店≫ メイト（有）≪セブンイレブン大朝店 ≫
（株）フレスタ　サンクス店 （株）ザグザグ 《ドラッグストア ザグザグ千代田店》

メイト（有）≪セブンイレブン千代田本地店≫ パレット　千代田店
メイト（有）≪セブンイレブン千代田春木店≫ 高谷（株）（ファッションハウスルックルック千代田店）
auショップ北広島店 （株）Ａコープ西日本 Ａコープちよだ店

事務員など

ヤマト運輸（株）広島千代田センター テクノレイク（株）
（有）つかさランドリー （株）Ａコープ西日本 Ａコープちよだ店
千代田タクシー 広島県中古自動車販売商工組合

（株）下岡タイヤ産業 （株）ハタヤデザイン

土木作業員など
第一コンテク（株） （有）ビーエム

（株）タカノエンジニアリング
調理人 特別養護老人ホーム やまゆり （株）誠企画

接客・調理補助
など

千代田OGMゴルフ倶楽部 （株）むさし
（有）新見仕出し店 （株）どんぐり村
きたひろ市場 広島北ホテル
（株）サルボ両備　寒曳売店 田原温泉5000年風呂
広島アルミ工業内  ウオクニ（株）広島支店 お好み焼き 三八 松浦

（株）広鉄二葉サービス （株）亀の家（アザレア千代田）
（株）キャリアメイク おおあさ鳴滝露天温泉
（株）三島食品　楠苑 エームサービスジャパン（株）

タカキベーカリー 千代田工場内 グリーンハウス（株）

食品製造など
（株）タカキベーカリー  千代田工場 （有）西漬　大朝工場
（株）フレスタ　サンクス店 （株）誠企画

製造作業員
（工場作業）

（株）キャリアメイク 西川物産（株）千代田工場
（株）セイユー （株）サルツ
（株）進栄工業 テクノレイク（株）
（株）ダスキンプロダクト 中四国 （株）タカノエンジニアリング
（株）ショウワコーポレーション （株）やまびこ　広島事業所

配達員 日本郵便（株）
倉庫作業など エコートレーディング（株）広島支店

清掃
（株）さんびる （株）亀の家（アザレア千代田）
（株）ひろし本店 おおあさ鳴滝露天温泉

美容師 （有）エルモ ku-ra　HAIR FIT
キャディ 千代田OGMゴルフ倶楽部
交通誘導警備員 （株）タック

農業
（株）誠企画 （有）千代田ファーム
（有）山本屋養鶏場

＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合もあります。

平成29年５月８日現在 

正
社
員
の
募
集 パートの募集
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◎困ったときは、消費生活相談室へ !!
　北広島町人権・生活総合相談センター
　　　　　　　　（北広島町有田４９５－１）
　 ☎０８２６ － ７２ － ５５７１［消費生活相談室専用］
毎週月・木曜日（祝日・年末年始除く）10 時～12 時 ・ 13 時～16 時
問 広島県生活センター 
　☎０８２ － ２２３－ ６１１１
　月～金曜日（祝日・年末年始除く）９時～17 時
問 北広島町人権・生活総合相談センター
 IP ☎０５０ － ５８１２ － ５０２０

遺品整理を頼むときは、
複数の事業者から見積もりを

>>> Population 人口と世帯

>>> ￥￥￥ 納期限

［4 月末日現在］　　　　（　）：前月比

    人　口 19,115 人 （６増）

    転　入 87 人

    転　出 59 人

　 出　生 8 人

　 死　亡 30 人

    世帯数 8,508 世帯 （14 増）

Stop
費者トラブル消

●軽自動車税
●固定資産税［ １期 ］

 ５月31日（水）

◆今月の表紙は、芸北分校で行われたりんご
のお花見会です。桜の花は皆さん一度はご覧
になったことがあるかと思いますが、りんご
もとてもかわいらしい花を咲かせます。珍し
さもあり、県内各地から多くの方が訪れてい
ました。分校でりんごの栽培が始まったのは、
昭和59年。毎年、生徒たちが苦労しながらも、
丹精込めて育てたりんごは、町外のイベント
などでも販売され、あっという間に売り切れ
るそうです。今年はどんなりんごが育つのか。
生徒たちと一緒に作業を体験しながら、見守
ってみてはいかがでしょうか。

　亡くなった父の家に
ある遺品を整理しても
らうため、知人に紹介
された遺品整理業者に
電話し、見積もりを頼
んだ。現地で待ち合わ
せ、最初は 30 万円くらいと言われたのに、次々
と料金が追加され、合計で約 160 万円になっ
た。見積もりだけのつもりだったが、結局その
日に契約した。他業者と比べて高額だと分かっ
たので、翌日、キャンセルしたいと電話したら、
手付けとして支払い済みの５万円は返せないと
言われた。（60 歳代　女性）

≪ひとこと助言≫　
●遺品の整理・分別、故人の部屋の片付けや不

用品の買い取り・処分を事業者に依頼する
ケースが増えています。契約する前に、何を
依頼したいのかを明確にして、複数の事業者
から見積もりを取り、その内容や金額を比較
しましょう。

●見積書に「遺品整理一式」と記載されている
など、あいまいな記載がある場合には、具体
的な作業内容の説明を求めることが大切です。

●キャンセル料が発生することがあります。契
約の前にいつから、いくらかかるのか、確認
しておきましょう。

●不審に思うことがあれば、北広島町人権・生
活総合相談センター（消費生活相談室）また
は広島県生活センターにご相談ください。

（参考：見守り新鮮情報　第276号）

>>> Editor's postscript 編集後記

●町県民税［ １期 ］
 ６月30日（金）

　北広島町観光協会は、これまで任意
の団体として活動していましたが、平
成 29 年４月３日付けで一般社団法人
を設立し、会長に
山
やまぐち

口 博
ひろおみ

臣氏（写
真左）が就任しま
した。
問（一社）北広島町観光協会
　IP ☎０５０－５８１２－６９０８

北広島町観光協会
一般社団法人を設立
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北広島町観光写真コンテスト入賞作品きたひろを撮る Photograph of  Kitahiroshima
No.15

【北広島町議会議長賞】祭日　〔撮影場所：千代田地域〕

【
第
９
回（
平
成
26
年
）北
広
島
町
議
会
議
長
賞
】

撮
影
者　
原　
実
生
さ
ん

（
島
根
県
出
雲
市
）

　

ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る

「
壬
生
の
花
田
植
」
を
撮
ろ
う
と
、
写
真
仲
間
と
一
緒

に
出
か
け
ま
し
た
。
こ
の
写
真
は
県
の
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
本
地
の
花
笠
踊
り
」
で
、
踊

り
な
が
ら
道
路
を
歩
い
て
い
る
花
笠
の
影
が
気
に
入
っ

て
、
思
わ
ず
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
何
枚
か
の
ひ
と
こ

ま
で
す
。
大
変
気
に
入
っ
た
１
枚
で
し
た
が
、
ま
さ
か

上
位
の
北
広
島
町
議
会
議
長
賞
を
頂
く
と
は
思
い
も
よ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。

　
私
が
写
真
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
約
40
年
前
に
広

島
で
勤
め
て
い
た
時
、
会
社
の
寮
の
後
輩
か
ら
勧
め
ら

れ
て
カ
メ
ラ
を
購
入
し
た
こ
と
で
す
。
そ
れ
か
ら
地
元

の
出
雲
に
帰
り
、
写
真
の
非
常
に
上
手
な
人
に
出
会
っ

て
色
々
と
教
え
て
も
ら
い
、
島
根
県
の
総
合
美
術
展
な

ど
各
種
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
品
を
し
て
、
入
選
な
ど
賞
を

多
数
受
賞
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
祭
り
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
撮
り
続
け
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
風
景
な
ど
、
他
の
ジ
ャ
ン
ル
の

写
真
も
撮
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

６月４日（日）　「壬生の花田植と無形文化財合同まつり」で上演されます
午後 12時頃～　壬生商店街　　午後 12時 40 分頃～　特設会場

天正年間、吉
きっかわ

川元
もとはる

春が南
なんじょうもとつぐ

条元続の居城を攻略した際、踊子に扮した壮者を城内に
送り込み、功を奏したのに始まるとも伝わる。別に南条踊とも呼ばれ、女装した
男性が約 1.5 ｍの竹ひごに和紙の花を飾った花笠を付け、歌

うたがしら

頭を先頭に太鼓・鉦・
笛にあわせて踊られる。特徴ある花笠とゆったりとした舞風は、この地方の特徴
として評価されている。（北広島町観光協会ホームページより）

広島県無形民俗文化財「本地の花笠踊り」


